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水
産
部
で
は
５
時
半
か
ら
初
競
り

式
が
行
わ
れ
、
開
設
者
の
足
立
信
也

市
長
ら
が
挨
拶
し
た
。

県
漁
協
の
中
根
組
合
長
は
出
荷
者

代
表
と
し
て
「本
年
１
１
月
に
開
催

さ
れ
る
第
４
３
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
で
は
本
県
の
多
彩
な
水
産

物
を
県
内
外
に
広
く
発
信
し
た
い
。

皆
さ
ん
の
絶
大
な
協
力
を
お
願
い
す

る
」と
力
強
く
宣
言
し
、
新
年
の
挨

拶
と
し
た
。

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

２　面

能登半島
地震を悼む

５　面

効果を発揮！
貝藻くん

早朝の魚市場に活気！

　大分市公設地方卸売市場（豊海）で５日、本年の初競り

があった。早朝から競り人らの威勢の良い声が響き、市場

に活気があふれた。

大分市公設市場で初競り

中根組合長挨拶（抄）
水産団体新年互礼会開催 努力成就の年に！

水
産
団
体
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
五
類
に
移
行
し
、
経
済
活
動
は
回
復

の
兆
し
を
見
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
の
紛
争
長
期
化

に
よ
る
燃
油
、
飼
料
や
諸
資
材
の
価
格
の
高
騰
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
中
国
に

よ
る
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
全
面
停
止
も
あ

り
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き
厳

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
は
い
よ
い
よ
十
一
月
に

「第
四
十
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
・お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
県
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
多
様
な
水
産
物
や
「お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」の
新
た
な
魅
力
を
全
国
に

広
く
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
漁
業

公
社
国
東
事
業
場
の
種
苗
生
産
施
設
や
佐
伯

市
蒲
江
の
県
漁
協
水
産
物
処
理
加
工
施
設
を

活
用
し
、
大
会
を
契
機
に
水
産
資
源
の
増
大
、

水
産
物
の
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
は
、
甲
辰
の
年
で
あ
り
ま
す
。
「甲
」は
植

物
が
成
長
す
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
勢
い
を
増
し

て
増
え
て
い
く
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
今
年
の
辰

年
は
昨
年
ま
で
努
力
が
実
を
結
ん
で
成
就
す
る

年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
と
と
も
に
「お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
大
会
」

を
成
功
さ
せ
、
「豊
か
な
海
」と
「活
力
あ
る
水

産
業
」を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
年
が
よ
り
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ご
い
っ
し
ょ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

令和６年

無事故支店
に認定証

第10回
理 事 会

３　面

水研だより
（漁海況）

４　面

水研情報

６　面

桑原政子氏
受章祝賀会

農
林
漁
業

発
展
の
年
に

関
係
団
体
新
年
合
同
互
礼
会
を
開
催

次
い
で
、
佐
藤
樹

一
郎
知
事
が
来
賓

挨
拶
。
元
吉
俊
博

県
議
会
議
長
の
音

頭
で
乾
杯
し
て
歓

談
し
、
尾
野
賢
治

副
知
事
の
万
歳
三

唱
で
会
を
お
開
き

と
し
た
。

５
日
、
大
分
県
農
林
漁
業
関
係
団
体
新
年
合
同
互
礼

会
を
大
分
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
全
体
で
約
１
７

０
名
、
水
産
か
ら
は
県
漁
協
の
役
員
、
各
団
体
の
幹
部
職

員
ら
３
０
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
を
悼
み
、
参
加
者

全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

関
係
団
体
を
代
表
し
て
県
漁
協
の
中
根
隆
文
組
合
長

が
「燃
油
や
飼
料
の
高
騰
、
中
国
に
よ
る
日
本
産
水
産
物

の
輸
入
全
面
禁
止
な
ど
、
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

各
団
体
の
努
力
は
徐
々
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
、
本
年
が

明
る
い
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
た
い
」と
話
し
た
。
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第
10
回
理
事
会
開
催

能登半島地震を悼む
無事故支店に認定証

漁
船
無
事
故

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0

」

中
根
隆
文
組
合
長
が
挨
拶
。
期
間

中
の
海
難
隻
数
は
２
隻
で
、
２
５
の
支

店
、
取
次
店
で
無
事
故
を
達
成
で
き

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
者
の
努

力
と
組
合
員
へ
の
周
知
の
成
果
と
思

う
。
来
年
は
更
に
海
難
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
た
い
と
述
べ
た
。

認
定
証
は
、
立
道
英
樹
大
分
海
上

保
安
部
長
か
ら
、
無
事
故
を
達
成
し

た
支
店
を
代
表
し
、
杵
築
支
店
の
奥

井
豊
広
支
店
長
と
別
府
支
店
の
小

西
英
俊
支
店
長
に
授
与
さ
れ
た
。

出
席
者
一
同
、
海
難
防
止
を
図
り

な
が
ら
県
民
に
安
心
・安
全
な
海
の

幸
を
届
け
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

（2）

第
４
号
議
案
「総
会
の
部
会
の
開
催

に
つ
い
て
（国
見
支
店
）」、
第
５
号
議

案
「総
会
の
部
会
の
開
催
に
つ
い
て

（佐
伯
支
店
）」及
び
第
６
号
議
案

「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業

積
立
資
金
融
資
要
領
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」で
は
、
い
ず
れ
も
原
案
を

承
認
し
た
。

第
７
号
議
案
「佐
伯
市
公
設
水
産

地
方
卸
売
市
場
鶴
見
市
場
整
備
に

伴
う
卸
売
事
業
者
の
承
諾
に
つ
い

て
」で
は
、
整
備
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
市
場
使
用
料
の
増
額
等
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
し
、
卸
売
事
業
者
の

立
場
で
整
備
を
承
認
し
た
。

協
議
・報
告
事
項
は
、
①
余
裕
金

の
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て
、
②
（一

社
）大
分
県
漁
船
リ
ー
ス
協
会
に
つ

い
て
、
③
（一
社
）大
分
県
漁
港
漁
場

協
会
の
事
務
所
移
転
に
関
す
る
要

望
書
に
つ
い
て
、
④
出
資
金
の
増
資

に
つ
い
て
、
⑤
地
区
漁
業
運
営
委
員

選
挙
規
程
に
お
け
る
第
１
条
「被
選

挙
権
」及
び
地
区
漁
業
運
営
規
程
に

お
け
る
第
１
５
条
「委
員
の
改
選
の

請
求
」に
つ
い
て
、
⑥
１
２
月
末
現
在

の
収
支
情
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
協

議
し
た
。
地
区
漁
業
運
営
委
員
選

挙
規
程
等
に
つ
い
て
は
、
今
期
の
役

員
改
選
に
間
に
合
う
よ
う
早
期
の

決
議
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
が
、
役

員
の
資
質
と
し
て
経
済
事
業
の
率
先

利
用
も
必
要
な
こ
と
等
か
ら
、
リ
ー

ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
踏
ま
え
て
理
事
間

協
議
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
６
日
、
第
１
０
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

第
１
号
議
案
「組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」で
は
、
准
組
合
員
へ
の
新
規
加

入
９
人
、
譲
渡
加
入
１
人
及
び
准
組

合
員
か
ら
正
組
合
員
へ
の
資
格
変
更

２
人
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案
「地
区
漁
業
運
営
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
手
続

き
に
つ
い
て
」で
は
、
今
後
の
日
程
及

び
選
挙
手
続
き
を
原
案
の
と
お
り
承

認
し
た
。

第
３
号
議
案
「運
営
委
員
の
定
数

の
変
更
に
つ
い
て
（杵
築
支
店
）」、

　本年元日に発生した令和６年能登半島地震におき
ましては、北陸地方を中心に甚大な被害が発生しま
した。
　お亡くなりになられた方々にお悔やみを申し上げま
すとともに、被災された全ての方々に心よりお見舞い
を申し上げます。
　私たちは、全国漁業協同組合等と連携し、被災し
た漁港・漁村の復旧、漁業関係者の支援に尽力して
まいります。
  　　　　　　　　大分県漁業協同組合役職員一同

　水産関係の被害の状況（１月29日、農水省発表）
【石川県】
　漁船の転覆、沈没１４６隻以上、座礁１６隻以上、一
部損壊４３隻以上、流出２８隻以上
　水産総合センターの配管の破損等の被害
　６０漁港で防波堤、岸壁、臨港道路の損傷等（志賀
町から珠洲市の外浦海域の漁港では、地盤隆起によ
る海底露出）の被害、漁業集落排水施設１３か所で
損傷等、水産業共同利用施設（荷さばき所等）２６か
所で損傷等、漁業用施設２９か所で損傷等の被害
【新潟県】
　漁港内で漁船１７隻が横転、破損等、保管中の漁
網の流出
　大型定置網のアンカーロープの切断
　陸上水槽の稚ナマコの流出
　液状化による漁協事務所の傾き等、３漁港で臨港
道路の破損等の被害、水産業共同利用施設（荷さば
き所等）７か所で液状化等の被害
【富山県】
　漁船の沈没３隻、破損５隻
　大型及び小型定置網４５か所の破損又は流出等
　サケ稚魚飼育池の配管の損傷及びサケ稚魚の斃
死等
　１０漁港で岸壁、護岸の沈下、臨港道路の破損等の
被害、１漁港海岸で離岸堤損傷の被害、水産業共同
利用施設（給油施設等）３６か所で傾きや損傷等の被
害
【福井県】
　漁船１隻のプロペラ破損の被害

詳細は「農林水産省」のホームページ参照

https://www.maff.go.jp/j/saigai/r6notojishin.html

昨
年
の
１
０
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
『漁
船
無
事
故
「チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０

０
」
ｉ
ｎ
大
分
２
０
２
３
』が
１
月
８

日
に
１
０
０
日
間
の
運
動
を
終
え
、

２
４
日
県
水
産
会
館
に
お
い
て
無
事

故
支
店
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
取
組
は
、
１
０
０
日
間
の
無
事

故
を
目
指
す
と
共
に
、
安
全
操
業
で

漁
獲
さ
れ
た
地
元
の
魚
を
広
く
県

民
に
届
け
る
趣
旨
で
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
大
分
県
海
難
防
止
強
調
運

動
推
進
連
絡
会
委
員
長
を
務
め
る

i
n

大
分

2
0
2
3
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水 研 だ り

【参考】 令和６年度水産試験研究課題（予定）

〇 水産研究部

・県産養殖ヒラメの周年安定生産に向けた耐病性系統の選抜育種

・先端技術を用いた赤潮の監視体制の整備及び持続可能な赤潮

発生抑制技術開発

・健全な海産養殖魚を生産するための魚病対策技術開発

〇 北部水産グループ

・高級魚キジハタの種苗生産技術開発

・有用海藻類の増・養殖技術の開発

令和７年度の研究課題を募集中！

　大分県農林水産研究指導センター水産研究部（資源増
殖チーム）は、本年1月から6月までの海水温、漁模様の見
通しを発表した。概要は以下のとおり。

○今後の海況の見通し

　■黒潮
・都井岬沖では、1～3月にかけて離岸傾向で推移し、その
後接岸傾向で推移するでしょう。
・足摺岬沖では、接岸傾向で推移するものの、一時的に離
岸することがあるでしょう。
・大蛇行が継続する可能性が高いでしょう。

■沿岸水温
・沿岸水温は、「平年並」～「高め」で推移するでしょう。

○今後の漁況の見通し

　■マイワシ
・豊後水道南部への来遊量は、前年並～上回るでしょう。
（2023年1～6月：57トン）
・1～3月は被鱗体長15～20 cm前後の1～2歳魚(2022～
2023年級群)が主体となり、4～6月は被鱗体長7～12 cm前
後の0歳魚(2024年級群)が主体となるでしょう。

　■カタクチイワシ（成魚）
・豊後水道南部への来遊量は、前年を上回るでしょう。
（2023年1～6月：37トン）
・1～6月は0～1 歳魚(2023～2024年級群)が水揚げの主体
となるでしょう。

　■ウルメイワシ
・豊後水道南部への来遊量は、前年を上回るでしょう。
（2023年1～6月：126トン）
・1～3月は被鱗体長15～20 cm前後の1歳魚(2023年級群)
が主体となり、4～6月は被鱗体長10 cm前後の0歳魚(2024
年級群)が水揚げの主体となるでしょう。

　■マアジ
・豊後水道南部への来遊量は、前年を下回るでしょう。
（2023年1～6月：321トン）
・尾叉長15 ㎝前後の1歳魚（2023年級群）が主体となり、
20cm以上の個体が混じるでしょう。

　■サバ類
・豊後水道南部への来遊量は、前年を下回るでしょう。
（2023年1～6月：1,582トン）
・1～3月は尾叉長25～35cm前後のマサバ2～3歳以上
（2021～2022年級群以上）が主体となり、4月以降はゴマサ
バも混獲されるでしょう。

詳細は、大分県農林水産研究指導センター水産研究部のＨＰ
「長期漁海況予報」まで

よ

大分県長期漁海況予報

【採択基準】は次のとおりです。

① 試験研究基本指針との整合性を確保しながら、生産現場等

において緊急に解決すべき課題を選択する。

② 下記に該当するものは不採択とする。

・該当試験研究機関の試験研究業務の範囲を超えているもの

・試験研究成果の普及効果が小さいと考えられるもの

・実現の可能性が極めて低いと考えられるもの

・現在、一部又は全部について研究に着手しているもの

・本県または近県の既存成果が活用できるもの

【募集期間】は次のとおりです。

〇 令和６年１月１０日 ～ 令和６年３月１０日

【応募方法】は、大分県農林水産ポータルサイトの「農林水産関

係の試験研究に対する要望を募集します」（下記）を参照し、

〇 「試験研究に対する要望調書」を作成し、電子ファイルで県農

林水産研究指導センターあるいは県漁協本店に提出してくださ

い。アイデアはあるが要望調書が作成できない場合も、本店（本

庄）までご相談ください。

　県農林水産研究指導センターは、農林水産業の振興に役立つ

「令和７年度の試験研究課題」を募集しています。漁業や養殖業

の現場が抱える技術的な課題などご要望がありましたら、組合員

や役職員の皆さんの積極的な提案をお願いします。

https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/gyokaikyou-chouki.html

農林水産関係の試験研究に対する要望を募集します

https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/bosyuu20240110.html
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【12月27日・北部水産グループ】

【12月11日・水産研究部】

耳石とは頭の中にある硬い組

織で、多くの魚種で樹木の切

り株のように年輪が刻まれてい

ます。今回、豊後水道で漁獲

されたタチウオから耳石を採

取しました。薄く研磨した耳石

から読み取られるタチウオの

年齢からは生まれた時期等が

推定され、これらの情報は資

源評価や資源管理に活かさ

れます。

〇水産研究タイムリー情報は、大分県のホームページ掲載分から作成しました。

https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/timelyjouhou2017-3.html

タチウオの耳石（長さ約5～10mm）

水産研究タイムリー情報

中津市地先で養殖されている

ノリの収穫が12月13日から始

まりました。ノリは平均14cmに

生長（長いもので18cm）してお

り、病害もなく色も良好です。

寒風の中、2月下旬まで作業

が続く、本県周防灘地先の冬

の風物詩です。

【12月27日・北部水産グループ】

人工種苗ヒジキの生育順調

国東市の黒津漁港内で中間

育成している人工種苗ヒジキ

が順調に生育しています。当

グループで5月29日に採苗し、

7月18日に数mmの大きさで中

間育成を開始したヒジキの状

況を確認したところ、12月18

日時点で主枝長は平均6cm、

最大で18cmに生長していまし

た（日齢203日）。

本県瀬戸内海沿海の3地区

（富来、国東、別府地先）で、

天然ヒジキを養殖ロープに挟

み込んだ養殖が11月7日から

順次始まりました。3地区の養

殖規模は、養殖ロープでのべ

6,730ｍです。収穫は来年5月

の予定で、当グループでは収

穫量向上技術などの養殖指

導を行っています。

ノリの収穫はじまる

【12月27日・北部水産グループ】

養殖ロープに挟み込まれたヒジキ

【12月27日・北部水産グループ】

宇佐市地先で現地養殖試験

を実施しているオゴノリが順調

に生育しています。当グルー

プで5月31日に採苗し、7月14

日に平均4cm（主枝長）で現

地養殖を開始したオゴノリの

状況を確認したところ、12月

11日時点で平均14cm、最大

で30cmに生長していました

（日齢196日）。

養殖オゴノリの生育順調

かぼすブリの出荷前検査を行っています！
【12月18日・水産研究部】

正月用の養殖ブリの出荷がま

もなく始まります。当研究部で

は年末に出荷する「かぼすブ

リ」の切身の色変わりを抑える

ことができているかを調べるた

め、出荷前検査を実施してい

ます。品質をチェックすること

で、味よし・香りよし・見た目よ

しの三拍子そろった「かぼす

ブリ」を養殖業者は安心して

出荷できます。

タチウオの耳石を採取しました！

ヒジキ養殖はじまりました
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効果を発揮する！　ＪＦシェルナース・貝藻くん
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　昨年秋の叙勲で「旭日単光章」を受章した桑原政子氏の祝賀会が27

日、佐伯市のホテル金水苑であった。地元商工観光関係者をはじめ歴

代の水産業改良普及員らも顔をそろえ、桑原氏の受章を称えた。

　桑原氏は平成16年に漁村女性グループ「めばる」を結成し、佐伯市鶴

見で水揚げされる新鮮な水産物を用いた「ごまだし」の開発や販売に取

り組み、郷土料理の知名度向上や原料となる水産物の付加価値向上

に貢献した。また、地域の子供達を対象とした魚料理教室の開催や、

「ごまだし」を用いたレシピ集の発刊、各種料理コンテストでの受賞な

ど、子供から大人まで幅広い世代への魚食普及に尽力した。「めばる」

の活動は、漁村女性による起業のモデルケースとして全国的な評価を

得て、農林水産業の女性が活躍できる社会の実現に貢献した。

　これらの功績により、平成21年には第14回全国青年・女性漁業者交

流大会では農林水産大臣賞を受賞、翌２２年には県女性のチャレンジ

賞、令和２年には農林水産功労者として県知事表彰を受けている。

　祝賀会では発起人代表の小谷晃文氏が桑原氏の功績を紹介、来賓

を代表し田中利明佐伯市長が祝辞で受章を称えた。

　桑原氏は「受章は皆様のご支援、ご芳情の賜であり、今後はご厚情に

報いるべく微力を尽くす」とお礼の言葉を述べた。

　今回の受章は、水産業や漁村地域の振興に係わる者の励みとなる慶

事であり、永くその功績を伝えていきたい。

栄えある旭日単光章を受章
桑原政子氏の祝賀会 盛会

１
月
の
県
産
魚
は
「か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
」登
場
！

生
産
者
の
皆
さ
ん
も
店
頭
に
立
ち
、
率
先
し

て
お
客
様
に
お
声
が
け
。

「今
年
の
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
も
美
味
し
い
」、
「身

が
半
透
明
で
き
れ
い
」、
「ほ
ど
よ
い
食
感
で
甘

み
も
あ
る
」な
ど
好
評
を
頂
い
た
。

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
べ
く
向
か
っ
た
の

が
亀
川
マ
リ
ー
ナ
の
「佐
賀
関
食
堂
」。
私

が
頼
ん
だ
「関
の
海
鮮
箱
」（１
４
３
０
円
）

は
洋
風
の
ち
ら
し
寿
司
と
言
っ
た
逸
品
。

（写
真
上
）ボ
リ
ュ
ー
ム
は
あ
る
が
、
魚
と

野
菜
な
の
で
ヘ
ル
シ
ー
だ
。
家
族
は
「関
あ

じ
関
さ
ば
御
膳
」（２
７
５
０
円
）を
ガ
ッ

ツ
リ
食
べ
て
満
足
し
た
（笑
）。

先
月
は
幸
せ
な
こ
と
に
、
関
の
魚
を
２

度
も
い
た
だ
い
た
。
最
初
は
新
年
の
ご
挨

拶
に
伺
っ
た
佐
賀
関
の
「吾
妻
」。
北
郡
の

普
及
員
と
し
て
働
い
て
い
た
４
０
年
前
は

先
代
の
古
い
町
屋
で
あ
っ
た
が
、
味
は
抜

群
、
知
る
人
ぞ
知
る
名
店
だ
っ
た
。
明
る

く
改
装
さ
れ
た
今
も
味
は
最
高
。
握
り

１
４
貫
を
は
じ
め
、
意
匠
を
凝
ら
し
た
小

鉢
に
大
満
足
だ
。
（写
真
下
）

こ
ん
な
話
を
自
宅
で
自
慢
し
た
の
は
オ

ロ
カ
で
あ
っ
た
。
「関
さ
ば
が
食
べ
た
い
」と

編 集 後 記

今
年
の
よ
う
に
悲
し
い
正
月
も
珍
し
い
。
屠
蘇
気
分
も
醒
め
て
し
ま
っ
た
。

悼
ん
で
も
思
い
は
尽
く
せ
な
い
が
、
明
日
は
わ
が
身
か
と
不
安
に
も
な
る
。

農
林
漁
業
関
係
団
体
の
新
年
互
礼
会
は
当
漁
協
の
当
番
に
当
た
っ
て
い
た

た
め
、
式
の
構
成
、
進
行
、
組
合
長
の
代
表
挨
拶
も
前
日
に
集
合
し
て
見
直

し
た
。
な
ん
と
か
礼
を
失
せ
ず
に
お
開
き
と
な
り
安
堵
し
た
。

災
厄
で
始
ま
っ
た
年
だ
が
、
昇
竜
の
ご
と
く
運
気
が
高
ま
り
、
良
い
年
に
変

わ
っ
て
ほ
し
い
。
豊
か
な
海
づ
く
り
大
分
大
会
に
向
け
、
皆
で
頑
張
り
た
い
。

関の海鮮箱

佐賀関食堂

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


